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１
．
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
は
？

　

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
考
え
方
は
、
近
年
、
欧
米
な
ど
で
議
論

さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
デ
ジ
タ
ル
市
民
と
し
て
の
21

世
紀
の
こ
ど
も
た
ち
」
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
「
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
使
用
に
関
す
る
行
動
規
範
」
と
し
て
い
て
、
具
体
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

適
切
か
つ
肯
定
的
に
使
い
こ
な
す
こ
と
、
積
極
的
で
責
任
あ
る
参
加
、
危
機
管
理
や

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
含
む
生
涯
に
わ
た
る
学
び
と
い
っ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

米
国
のRebble

の
著
書“D

igital Citizenship in Schools” 

（
第
3
版
、
２
０
１
５

年
）
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
９
つ
の
要
素
と
し
て
、
以
下
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

▪
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ク
セ
ス
（D

igital A
cceess

）

▪
デ
ジ
タ
ル
商
取
引
（D

igital C
om

m
erce

）

▪
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（D

igital C
om

m
unication

）

▪
デ
ジ
タ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（D

igital Literacy

）

▪
デ
ジ
タ
ル
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
（D

igital Etiquette

）

▪
デ
ジ
タ
ル
法
（D

igital Law

）

▪
デ
ジ
タ
ル
権
利
・
責
任
（D

igital R
ights and R

esponsibillity
）

▪
デ
ジ
タ
ル
健
康
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（D

igital H
ealth and W

ellness
）

▪
デ
ジ
タ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（D

igital S
ecurity

）

　

こ
う
し
た
項
目
を
見
る
と
、
日
本
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
同

様
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
坂
本
旬
・
芳
賀
高
洋
・
豊
福
晋
平
・
今
度

珠
美
・
林
一
真
『
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
1
人
1
台
時

代
の
善
き
使
い
手
を
め
ざ
す
学
び
』（
大
月
書
店
、
２
０
２
０
年
）
で
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
で
は
危
険
な
ネ
ッ
ト
利
用
等
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
で
は
子
ど
も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
だ
。
同
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
米
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
材

“Com
m

on Sense Education”

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
接
触
に
関
し
て
は
「
私
の
人
生

に
意
味
を
与
え
、
価
値
を
加
え
る
健
康
的
な
方
法
で
メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
？
」、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
関
し
て
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
私

た
ち
の
関
係
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
が
掲
げ
ら
れ
て
い

て
、
問
題
に
対
処
し
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
向
で
の
教

育
が
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
も
そ
も
、
情
報
モ
ラ
ル
は
「
情
報
社
会
で
適
正
な
活
動
を
行
う
た
め
の
基
に
な

る
考
え
方
と
態
度
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
（
平
成
20
年
改
訂
中
学
校
学
習
指
導
要
領

解
説
総
則
編
）、
本
来
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
は
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
よ
う
に
、
積
極
的
で
責
任
あ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
参
画
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
べ
き
だ
と
言
え
る
。

２
．
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

　

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
前
倒
し
さ
れ
、
小
中
学
校
等
で
一
人
一

台
情
報
端
末
の
環
境
が
全
国
的
に
実
現
し
た
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
で
は
、
児
童
生
徒
が
情

報
機
器
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
危
険
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

ば
か
り
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
海
外
の
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
に
学
び
、
積
極
的
で
責
任
あ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
参
画
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
な
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

前
出
のRibble

の
９
つ
の
要
素
に
照
ら
す
と
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
下
で
は
、

た
と
え
ば
以
下
の
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ク
セ
ス
（D

igital A
ccess

）
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
者
や
学
校
に
来

ら
れ
な
い
者
等
も
含
め
て
、
ど
の
児
童
生
徒
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
使
え
る
か
を
考
え
る
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
商
取
引
（D

igital C
om

m
erce

）（
学
校
で
の
端
末
利
用
に
お
い
て
は
、

特
段
扱
う
べ
き
内
容
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。）

▪ 

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（D

igital C
om

m
unication

）
掲
示
板
や
チ

ャ
ッ
ト
や
動
画
配
信
等
で
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（D

igital Literacy

）
教
室
で
ど
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
他
の
方
法
と
の
違
い
は
何
か
に
つ
い
て
学
ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
・
エ
チ
ケ
ッ
ト
（D

igital Etiquette

）
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う
と
き
の
他

者
と
の
関
係
や
他
者
の
感
情
に
つ
い
て
学
ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
法
（D

igital Law

）
誹
謗
中
傷
、
不
正
ア
ク
セ
ス
、
性
的
犯
罪
等
に
関
す

る
法
的
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
権
利
・
責
任
（D

igital R
ights and R

esponsibility

）
著
作
権
、
表

現
の
自
由
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
等
に
関
す
る
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
健
康
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
（D

igital H
ealth and W

ellness

）
デ
ジ
タ
ル
技

術
利
用
が
心
身
の
健
康
に
も
た
ら
す
危
険
性
を
理
解
し
、
健
康
に
利
用
す
る
こ
と
を
学

ぶ
。

▪ 

デ
ジ
タ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（D

igital S
ecurity

）
不
正
ア
ク
セ
ス
や
ウ
イ
ル
ス
等

の
脅
威
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
学
ぶ
。

デジタル・シティズンシップ教育に
どのように取り組むか

千葉大学教育学部教授／千葉大学教育学部附属中学校長　　藤川　大祐
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従
来
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
教
材
で
も
こ
う
し
た
こ
と
は
扱
わ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
環
境
下
で
積
極
的
に
端
末
を
活
用
す
る
と
い
う
方
向
で
既
存
の
教
材
を

捉
え
直
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
程
度
、
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．�

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
〜
千
葉
大
附
属
中
の
場
合
〜

　

で
は
、
具
体
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
私
が
校
長
を
兼
務
し
て
い
る
千
葉
大
学
教
育
学
部
附

属
中
学
校
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ
の
対
応
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ

ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
意
識
し
た
教
育
を
進
め
て
い
る
。
以
下
、
千
葉
大
附
属
中
の
取
り

組
み
の
概
要
を
示
す
。

⑴
生
徒
組
織
中
心
の
導
入
・
運
用

　

千
葉
大
附
属
中
で
は
、
２
０
２
１
年
度
、
生
徒
一
人
一
台
のChrom

ebook

を
導

入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
端
末
は
年
度
当
初
か
ら
使
用
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、

導
入
の
準
備
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
と
し
、
8
月
下
旬
の
夏
休
み
明
け
か
ら
導
入
す

る
こ
と
と
し
た
。
生
徒
た
ち
が
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
問
題
を

解
決
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
端
末
の
使

用
に
つ
い
て
教
員
か
ら
一
方
的
に
指
導
す
る
こ
と
は
控
え
、
生
徒
た
ち
が
自
治
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
徒
会
の
特
別
委
員
会
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
生
徒
委
員
会
を
設

け
、
各
学
級
1
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
生
徒
の
互
選
で
委
員
長
が
決
定
さ
れ
る
よ
う

に
し
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
る
生
徒
会
長
か
ら
は
や
や
独
立
性
の
あ
る
組
織
と
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
生
徒
推
進
委
員
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
の
教
員
も
関
わ
り
な
が
ら
、
一
人

一
台
のChrom

ebook

導
入
に
向
け
、Chrom

ebook

の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
自
己
理
解　

自
己
決
定　

自
己
実
現
」
に
則
り
、
基
本
を
各
生
徒
の
自
主
性
や
良
識
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
そ

の
上
で
「
未
来
へ
つ
な
が
る
、
品
位
と
思
い
や
り
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
を
合
言
葉

に
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
生
徒
同
士
で
聞
き
合
っ
て
全
員
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

推
進
す
る
こ
と
、
タ
イ
ピ
ン
グ
な
ど
の
役
立
つ
技
術
を
積
極
的
に
身
に
つ
け
る
こ

と
、
品
位
あ
る
使
い
方
を
す
る
こ
と
、
端
末
を
大
切
に
使
う
こ
と
等
を
定
め
、
委
員

長
か
ら
全
校
生
徒
に
提
案
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
目
的
外
の
端
末
使
用
や
長
時
間
の
依
存
的
な
使
用
等
の
問
題
が
見
ら

れ
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
生
徒
委
員
会
で
対
策
を
協
議
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

や
啓
発
活
動
の
実
施
等
を
行
っ
て
い
る
。

⑵
教
員
の
積
極
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　

生
徒
が
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
教
員
が
日
常
の
業
務
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
分
た
ち
も
デ
ジ
タ

ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
教
員
の
日
常
の
業
務
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

た
と
え
ば
、
以
下
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▪
職
員
会
議
等
の
資
料
を
電
子
化
し
、
資
料
は
各
自
の
端
末
で
閲
覧
す
る
。

▪ 

各
種
連
絡
や
資
料
の
共
有
の
た
め
に
、G

oogle C
lassroom

に
教
員
の
み
の
「
ク
ラ

ス
」
を
作
り
、
活
用
す
る
。

▪ 

生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
連
絡
用
に
、
校
内
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
種
フ
ォ
ー
ム
を
作
成

し
、
学
級
担
任
、
教
科
担
当
等
の
教
員
に
連
絡
が
メ
ー
ル
で
届
く
よ
う
に
し
て
、
電
話

連
絡
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

▪ 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
研
究
会
を
実
施
す
る
。

▪ 

自
宅
待
機
等
で
校
内
の
会
議
に
出
席
で
き
な
い
教
員
が
、
リ
モ
ー
ト
で
会
議
に
出
席
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

▪ 

授
業
や
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。

▪ 

校
外
学
習
時
の
現
地
で
の
連
絡
に
、G

oogle C
hat

やG
oogle M

eet

を
活
用
す
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
教
員
同
士
で
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
活
用

方
法
を
教
え
合
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⑶
日
常
的
な
授
業
実
施
と
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
授
業
研
究
会
開
催

　

情
報
モ
ラ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
内
容
を
扱
う
授
業

は
、
学
年
や
学
級
の
最
良
で
日
常
的
に
道
徳
や
学
級
活
動
の
中
で
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
わ
る
授
業
研
究
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
外
部
に
授
業
を
公
開
し
て
い
る
。
初
回
は
２
０
２
２
年
2
月
15
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、「
1
人
1
台
端
末
時
代
に
求
め
ら
れ
る
情
報
モ
ラ
ル
指
導
法
の

検
討
〜
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
視
点
か
ら
〜
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
、

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
の
芳
賀
高
洋
教
授
の
講
演
と
、
国
語
・
道
徳
の
授
業
公
開
を
実

施
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
授
業
の

実
施
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
と
し
て
の
体
制
を
構
築
し
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
が
参

画
す
る
形
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
全
国
の
学
校
で
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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